








No.7

お悩み

5 巻セットの地図

DATE...
名 称

素 材

個 数

所在地

大きさ

状 態

巻物（地図）

紙、彩色

5点

鹿沼市内（非公表）

巻物小：長 33.0cm

巻物大：長 59.0cm

・全体にシミ

・一部破れ

・表具を直した形跡あり

どのような内容なのかを知りたいと
考えており、文化的な価値があるの
であれば、鹿沼市に限らずゆかりの
ある場所へ寄贈できればと思ってい
ます。
子どもに託すのは負担が大きいた
め、今のうちに寄贈したいです。

● No.07　2024 年 12 月 14 日 ●

お 悩 み 相 談 紹 介

所有者の妻の祖父母は古物商を営んでいた。もともと東京に住ん
でいたが、戦時中に鹿沼へ疎開し、そのまま移住した。祖父は早く
に亡くなり、古物商の商品がどこから仕入れられていたのかは不明で
ある。妻の父は古物商を継いだわけではなく、何も聞かぬまま急死
した。
祖母の話によると、かつてこの巻物を東京大学の研究者が調査に

訪れたことがあるという。また、昔は刀もあったらしく、幼少期に祖
母が手入れをしていた記憶がある。
家の建て替えに伴い、古い家を解体した際、父が古物商の商品を

整理または処分した可能性がある。その中で、この巻物だけがなぜ
か残され、現在に至っている。

林子平「三国通覧図説」
の附図のみを写したものと考
えられる。須原屋から出版
されたものには林子平の花
押が確認されないため、別
の写本をさらに写した可能性
がある。「三国通覧図説」
写本の流れの中でどの位置

にあるのかが明らかになれば、資料としての価値はさらに高まるだろう。
日本史上に位置づけられる資料ではあるが、来歴が不明である点が惜しまれる。
林子平にゆかりのある宮城県や仙台市が寄贈先として適している可能性がある。

（とちぎ歴史資料ネットワーク運営委員　堀野周平氏）

適切な寄贈先の候補について検討し、紹介を行った。
さらに、巻物の記録作業を実施した。
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No.8

お悩み

蟇股 (推定箇所 )

脇障子 (推定箇所 )

彫刻 ( 建造物の装飾か )

蟇　股 (推定箇所 ): 木製

脇障子 (推定箇所 ): 木製、彩色

各1点・そのほか2点の薄板

鹿沼市上日向

蟇　股 (推定箇所 )：幅123cm

脇障子 (推定箇所 )：幅109cm

蟇 　股(推定箇所 )：虫食い、経年劣化

脇障子 ( 推定箇所 )：彫刻が亡失、   

彩色層の剝落が激しい

押入れの中の彫物

DATE...
名 称

素 材

個 数

所在地

大きさ

状 態

かえるまた
数十年前に仕事場の押し入れ
を片付けていたら出てきた。
どういうものか知りたい。

実は尺八もたくさんあるので、
今後それも含めて寄贈を考えて
います。

▲ 彫刻裏面に書かれていた墨書

● No.08　2024 年 12 月 14 日 ●

お 悩 み 相 談 紹 介

所有者は現在80代で、大工の家系に生まれた。先代（父）は明
治38年生まれで、代々建築大工を生業としており、建物の建設に
従事していた。先先代（祖父）はかつて中田町に住み、仕事をしていた。
川上澄生美術館の建設にも携わった。鹿沼の屋台が作られ始めた
のは文化2年頃で、最も古いものは下横町の屋台とされるが、本資
料との関係は不明。

当時の鹿沼の有力な世話人たちが寄進したものであり、鹿沼市での
受け入れを検討中。
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本資料は、寺院の建築装飾として使用されていた可能性がある。
彩色された彫刻は部材が失われているが、もとは鳳凰をかたどったもの
であったと考えられる。彫刻からはいくつかの墨書きが確認され、そのう
ち大工棟梁「藤原吉長」の名が記されていた。藤原吉長は、宇都宮市
白澤町の神輿台座や岩原町の天棚にもその名が見られる。本資料では
大工とされるが、岩原町の資料では彫物師と記されている。寄進者とし
て鹿沼宿内の世話人の名が確認できる。　　 （郷土史家　井上俊邦氏）

寄進を受けた寺院は不明だが、当時の住職の名が記されていることから、寄進者
が居住していた地域の寺院史を調査することで、本資料の由来を特定できる可能性

がある。本資料は、鹿沼
の町の人々と寺院の関係、
ならびに彫刻師とのつなが
りを考察する上で貴重な
資料である。

（とちぎ歴史資料ネットワーク
運営委員　堀野周平氏）
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No.9

相談

お堂と位牌の伝承

DATE...
名 称

素 材

個 数

所在地

大きさ

状 態

お堂 /位牌

不明、木製か

不明

鹿沼市久保町

不明

不明

子どもの頃の思い出で、自宅の敷
地内にあったお堂の中に大きな
位牌があったんです。

あの位牌はなんだったのか ...。
一度、お堂の中を調査してほしい
と思っています。

● No.09　2024 年 12 月 19 日 ●

お 悩 み 相 談 紹 介

かつて、この地で病か何かで倒れた先祖がいた。
家人が途方に暮れていたとき、偶然にも僧侶が通りかかり、せっか
くだからと祈祷をしてくれた。すると、不思議なことに亡くなりかけて
いた先祖が息を吹き返した。
この出来事に深く感激した家族は、その僧侶の宗派への改宗を
決意し、感謝の証としてお堂を建立したと伝えられている。
お堂の中には、足利学校に安置されるような大きな位牌があった。
一般のものよりも大きいので誰かお殿様の位牌だと聞いている。

報告書刊行までに調査に至らなかった。
今後も依頼があれば専門家とともに調査を行いたい。
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情報が乏しく判断することが難しいが、相談の位牌は伝承どお
り殿様の位牌であるとともに、旅の僧侶に関わる可能性もあるの
ではないか？
当時は定まった寺を持たず、各地を行脚して修行する僧侶や行
者なども存在した。僧侶の祈祷により病が平癒し、感謝の気持ち
を後世に伝えるため持仏堂を建立し今日に受け継いでいることは大
変興味深い。

本件の位牌を解明するためには、堂宇の中に他にどのようなものが安置されている
のか調査する必要があるが、今後とも当家において大切に保存伝承していただきたい。

（郷土史家　井上俊邦氏）
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鹿沼文化財発掘プロジェクト 実施報告書
令和7年 3月19日　発行

【発行・編集・デザイン】
一般社団法人 三乗堂

栃木県鹿沼市下沢732番地
電話： 0289 -78 - 4 8 09
https://sanjoudou.org/

【お問い合わせ】

あとがき

あと が き

文化財というと、美術館やお寺に所蔵される貴重な品 を々思い浮かべる方
も多いかもしれません。しかし、今回の相談会で私たちが出会った文化
財は、そうした公の場にあるものではありませんでした。一般のご家庭
に長年受け継がれてきた仏像や絵、古文書など、個人の思い出や地域
の歴史を宿したものが寄せられました。それらは、持ち主の方 に々とって
単なる古いものではなく、家族の絆や土地の記憶を象徴する存在でした。

一方で、こうした文化財を未来へ繋げる難しさも痛感しました。今回
のご相談９件のうち 3～4 件が寄託・寄贈先を検討していました。地域
にゆかりのある文化財や作品、作家のことをどのように伝え、守っていく
のか。受け継がれてきた文化財を良い形で世に遺すためには、文化財の
各分野の専門家との連携や地域に詳しい専門家と連携するなど、幅広く
対応する必要があると実感しました。
個人所有の文化財は、持ち主がその文化財に興味があっても、相談
できる機会がなく、価値を知らないまま次世代に受け継がれてしまうため、
維持が難しくなっていくこともあります。また、修理や保存を相談したく
ても、どこに頼めばよいのかわからないという声も寄せられました。私た
ちが専門外の文化財に対しては、専門家の方に助言をいただき、それぞ
れの資料の専門性の大切さも改めて実感しました。これらは、文化財の
継承において無視できない現実です。

相談会を実現するためにクラウドファンディングを行った際には、鹿沼
市の文化財が対象だったにもかかわらず、全国から温かいご支援が寄せ
られました。地域を越えて多くの方が文化財の保存に関心を寄せてくだ
さったことに、私たちは驚きとともに、大きな喜びを感じました。

三乗堂として、このような文化財の抱える課題を共に考え、修理や保
存の道を探るお手伝いができたことを嬉しく思います。相談会を通じて、
参加者の皆さまがそれぞれの文化財に込められた想いを語られる姿は、
まさに文化を「受け継ぐ」という営みそのものでした。この冊子を通じて、
そうした温かな交流の一端をお伝えできれば幸いです。

私たちはこれからも、文化財が過去と未来を繋ぐ架け橋となるよう、
修理や相談の活動を続けてまいります。

一般社団法人 三乗堂
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さったことに、私たちは驚きとともに、大きな喜びを感じました。

三乗堂として、このような文化財の抱える課題を共に考え、修理や保
存の道を探るお手伝いができたことを嬉しく思います。相談会を通じて、
参加者の皆さまがそれぞれの文化財に込められた想いを語られる姿は、
まさに文化を「受け継ぐ」という営みそのものでした。この冊子を通じて、
そうした温かな交流の一端をお伝えできれば幸いです。

私たちはこれからも、文化財が過去と未来を繋ぐ架け橋となるよう、
修理や相談の活動を続けてまいります。

一般社団法人 三乗堂
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